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ターミナルケアとは、余命わずかとなった方が、穏やかに過ごすた
めに行われる、医療・看護・介護のことであり、ケアを受ける方が
自分らしく過ごせることが何よりも重要となります。

在宅においてのターミナルケアでは、住み
慣れた自宅で、死を目前としたご本人とそ
の家族にできうる範囲の中で、

「よりよく生きること」を
支援し、

「納得と満足のいく最期」を迎えられるこ
とが目標になります。わたしは、訪問看護
師として働く以前は、総合病院の病棟で働
いていました。
急性期の病棟で、何名かの最期に立ち会う
機会がありましたが、振り返ると最期を迎
える患者様ご本人の思いや、ご家族の思い
を聞くこともなく、また、寄り添うことも
なく、
業務の一つとして最期のお見送りを行って
いたように思います。そのため、数名の最
期の立ち会いしか記憶に残っていません、
そして、そのどれもが決して良い最期では
なかったように思います。

訪問看護師となって３年。様々な方と出会
い、在宅でのターミナルケアや、お看取り
をおこなう中で、在宅で最期を迎える方は
とても穏やかな表情をしてみえます。ま
た、ご家族もお看取りを行ったあとは、達
成感や満足感を得られているように感じま
す。
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穏やかな最期を迎えてもらうにはどうすればいいのか、ご本人とご
家族に納得と満足のいく最期を迎えていただくにはどうすればいい
のか、病院ではすることができなかったターミナルケアについて発
表させていただきたいと思います。

昨年４月胆管癌末期状態のM様の訪
問が始まりました。M様の自宅には
ひ孫様である２歳ののんちゃんがい
ました。のんちゃんはM様が大好き
で、わたしたちが訪問している間も
M様から離れません。
　

M様はほぼ会話ができない状態でし
たが、のんちゃんにはとてもよく反
応してくれていました。

そこで、私たちは、のんちゃんも巻
き込んだ訪問看護を行うことにしま
した。
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5月10日、娘様が寄り添う中、M様は静
かに息を引き取りました。主治医にて死亡
確認後、なんと、のんちゃんは、自分の
持っていた青いおもちゃの聴診器をM様の
胸に
あてていたそうです。M様との別れは悲し
いものではありますが、家族が笑顔になっ
た瞬間でした。

キーパーソンは娘様でしたが、娘様は仕事
をしており、わたしたちの訪問時間は不在
でしたが、わたしたちの行うケアを、のん
ちゃんが真似をすることで、伝えてくれて
いることもありました。もちろん、連絡
ノートを作成し、娘様とはノートでやりと
りを行いました。こうしてのんちゃんを巻
き込んだターミナルケア行い、余命1週間
から10日と言われたM様は1か月自宅で
過ごすことができました。亡くなる２日前
には「伊勢うどん」が食べたいという訴え
があり、娘さまは無理ですよねとあきらめ
ていましたが、風味だけでも感じてもらい
ましょうと、ほんの少しですが味わってい
ただくことができました。M様の願いをか
なえることができ、娘様はとても満足そう
でした。

訪問時はのんちゃんにもM様の体を拭いてもらったり、オムツを捨てる役割を
任せることにしました。のんちゃんは、まだあまり話はできませんでしたが、
とても積極的に関わってくれました。M様ものんちゃんを見ると声をかけた
り、わたしたちの声掛けではなかなか開かない目も、のんちゃんの呼びかけで
開眼してくれることもありました。
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亡くなられて１週間が経過した頃、M様のご自宅を訪問させていただきまし
た。グリーフケアと言い、近しい人と死別した人が悲嘆から立ち直る過程を支
援する取り組みです。ご家族はM様のお話をしていると涙を流されることもあ
りましたが、自宅で最期を看取ることができてよかったという言葉がきかれま
した。その表情はとても穏やかで達成感が満ちていたように思います。もちろ
ん、その場にのんちゃんもいたのですが、のんちゃんは葬儀の時にペットボト
ルのお茶を持ちながら、陰部洗浄のまねをしていたと娘様が笑いながら話をし
てくださりました。

ペットボトルで陰部洗浄をすることが当たり前となっており、のんちゃんが真
似をすることが想定外で申し訳なく思いつつも、M様が亡くなったあとも、笑
顔で過ごされていることに安心することができました。
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訪問看護は

「人を看る」ことができる仕事だと思います。病院勤
務時は「病状」しか見れていなかったことを反省し、
ご利用者様がよりよく生きるための支援ができる訪問
看護師を目指していきたいと思います。
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